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研究成果の概要（和文）：本研究は、虐待や家庭の事情で、家庭から離れて児童養護施設などの社会的養護の下
で生活する子どもの知る権利を保障する記録管理体制と記録へのアクセスを行うための実態把握を目的とした。
全国の児童相談所と公文書館に対して、記録管理に関するアンケート調査を実施した。自治体の歴史的資料が保
管される公文書館の調査結果から、都道府県の出先機関である児童相談所の記録が公文書館へ移管されてこない
現状が確認できた。その要因として、児童相談所が作成する記録が個人情報を多く含むことや記録の保存期間の
短さがあることが明らかになった。また、同時に記録の作成や管理に携わる職員の理解を深めていく必要があ
る。

研究成果の概要（英文）：This study proposes a record management system that guarantees the right to 
know of children who live in out-of-home care such as child welfare facilities due to abuse or 
family circumstances, and allows them to grasp the actual situation for accessing records. In the 
study, we conducted a questionnaire survey of record management at child guidance centers and 
archives nationwide. The results for the archives where historical materials of local governments 
are stored confirm that the records of child guidance centers, which are local agencies of　
prefectures, have not been transferred to the archives, primarily because the centers’ records 
contain extensive personal information and the retention period of the records is short. At the same
 time, archivists must work with and better understand the issues facing the staff involved in the 
creation and management of records.

研究分野： アーカイブズ学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
記録とアイデンティティの関係性に関わる研究はあるが、本研究のような、社会的養護に育つ子どもの知る権利
を保障するための記録管理と記録へのアクセス支援は、日本のアーカイブズ研究にはこれまでなかった。また、
社会福祉学、子ども学等の領域において、親を知らずに育った子どもが自分の出自を知りたいと求めた際にいか
に寄り添うかに注目することがあっても、そのための記録管理の問題を焦点化することはない。自身が何者であ
るかを知りたいと考える社会的養護に育つ子どもに即して、記録を作成し管理しアクセス支援を行うことは、ア
ーカイブズ学に留まらず、社会福祉学、子ども学、法学等の他分野に新たな知見をもたらす。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
2017 年に厚生労働省が出した「社会的養育の新ビジョン」は、「子どもの知る権利の保障と記録

の在り方」の重要性について言及している。代替養育を受ける子どもが一定年齢に達した後、そ

の記録の閲覧を求める権利や子どもについての情報・記録は子どもが持つことが必要であると

している。さらに、施設を運営する法人が閉鎖して、記録が保存できなくなる時には、その施設

に過去に在籍していた者に通知した上で、措置した児童相談所や都道府県等で一括して保存に

努めることを推奨している。こうした記録管理に関する国の姿勢は、評価に値するものである。

児童福祉施設の記録は、家族と離れ施設や里親の下で養育されたケアリーヴァー(社会的養護の

経験者)にとっては、自らの成育歴や家族の情報、そして、なぜ施設に入所したのかという問い

の答えをくれる。しかしながら、現状として、ケアリーヴァーが記録に容易にアクセスできない

3つの大きな課題(記録の保存年限、制度の矛盾、個人情報を含む資料の扱い)があった。 

 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、社会的養護の下、子どもの知る権利を保障するために、どのような記録管理や
アクセス支援があれば、必要な時に子どもたちが記録へアクセスできる体制を拡充できるのか、
その方法や制度について実態の把握を目的とする。そのために、児童相談所等の自治体が管理、
保存する記録を対象に、記録管理とその記録へのアクセスについて分析を行う。 
記録とアイデンティティの関係性に関わる研究はあるが、申請者のような、社会的養護に育つ子
どもの知る権利を保障するための記録管理と記録へのアクセス支援は、日本のアーカイブズ研
究にはない。また、社会福祉学、子ども学等の領域において、親を知らずに育った子どもが自分
の出自を知りたいと求めた際にいかに寄り添うかに注目することがあっても、そのための記録
管理問題を焦点化することはない。自身が何者であるかを知りたいと考える社会的養護に育つ
子どもに即して、記録を作成し管理しアクセス支援を行うことは、アーカイブズ学に留まらず、
社会福祉学、子ども学、法学等の他分野に新たな知見をもたらす。 
 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、ケアリーヴァーに対する継続的なアクセスを保障するために、現在記録を作成、

保管する自治体が抱える課題と今後の対応を検討する。そのため、先に挙げた 3つの課題(①保
存年限の不統一、②公文書管理法の制度の矛盾、③個人情報の開示・公開)に対して、国内外の
自治体の児童福祉主管課、総務課、文書館で聞き取り調査を実施した。 
国内の調査対象は、自治体で作成した全ての記録の廃棄・保存の判断を公文書館に委ねている沖
縄県、熊本県、福岡県（県と市町村）を選定した。上記の自治体は、作成から評価選別までの判
断やその過程が、他の自治体よりも把握しやすいという利点がある。質問では、自治体の記録管
理が抱える課題とその実態把握を念頭においた。国外は、社会的養護に関する記録の管理が比較
的発展しているイギリスやオーストラリア、ニュージーランドを対象に、国内での質問項目に加
えて、記録の電子化を重点的に調査した。特に、記録が電子化された場合の職員のアクセスの権
限の範囲や、電子化に伴う記録原本の廃棄の問題などが中心になる。社会的養護の記録の電子化
は、現場の職員や当事者が記録や情報を発見しやすい利点がある一方で、情報漏洩などの危険性
も高い。そこで、情報漏洩に対して講じられる対策についても調査を行う。 
海外の調査対象の国は、当事者が知る権利を主張したことにより、自治体の記録管理制度や記録
へのアクセスがケアリーヴァーの意向に沿う形で、発展を遂げてきた経緯がある。その過程を踏
まえて、本研究では、海外の記録管理制度に着目することは勿論だが、当事者が希望する記録管
理の在り方についても考慮していく。 
 本研究では、3年の研究期間の中で、国内の記録管理の実態を把握し、海外の記録管理制度の
成功と失敗に学び、日本の社会的養護の当事者に継続したアクセスを保障するベストプラクテ
ィスな提案を目指す。それゆえ、本研究で得られた成果を世界に発信し、国内だけでなく、世界
中の社会的養護の記録管理を行う専門家からの知見や意見を仰ぐ必要がある。よって、3年間で
計画的な調査を実施し、国際学会での報告を本研究の中間報告として位置づけた。また、自治体
の記録管理について研究を行う自治体職員や研究者の協力を得、現場へのフィードバックを重
視し、研究を展開した。 



 
 
４．研究成果 
本研究は、虐待や家庭の事情で、家庭から離れて児童養護施設などの社会的養護の下で生活す

る子どもの知る権利を保障する記録管理体制と記録へのアクセスを行うための実態把握を目的
とした。全国の児童相談所と公文書館に対して、記録管理に関するアンケート調査を実施した。
自治体の歴史的資料が保管される公文書館の調査結果から、都道府県の出先機関である児童相
談所の記録が公文書館へ移管されてこない現状が確認できた。その要因として、児童相談所が作
成する記録が個人情報を多く含むことや記録の保存期間の短さがあることが明らかになった。
また、同時に記録の作成や管理に携わる職員の理解を深めていく必要がある。 
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